
 

 

事
業
報
告 

令和５年度福岡地区「明るい選挙推進事業指導者研修会」 

          ～若年層が主体的に参画する社会をめざして～ 
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令和５年１２月８日（金） １３：３０～１６：４５（受付１３：１５～） 
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【受  付】 

【開会行事】 

【説  明】「福岡県明るい選挙推進事業について」 
     福岡教育事務所 社会教育室 社会教育主事 豊田 勇 
【実践発表】「若者と選挙をつなぐ」 
            宗像市選挙管理委員会 荒川 拓登 氏 
【講  話】「若年層が主体的に参画する社会をめざして」 
      講師 神奈川県立横浜瀬谷高等学校 黒崎 洋介 氏 

【休  憩】 
【演  習】「新事業『シミュレーション２０４０』について」 
           福岡県選挙管理委員会 書記 田中 里奈 
                         磯野 広喜 

【閉  会】 
 

 

 

 

活

動

の

実

際 

【実践発表】 
 宗像市選挙管理委員会の荒川拓登氏より、
「若者と選挙をつなぐ」と題して実践発表して
いただきました。 
 出前授業による高校生への主権者教育だけ
でなく、高校生からボランティアを募って、実
際の選挙事務を体験する取組について発表し
ていただきました。また、市長選挙の前にリレ
ー動画を作成していること、明るい選挙ポスタ
ーコンクールの応募作品を投票済証や啓発ハ
ガキ、階段アートに活用していること等、豊富 
な実践を発表していただきました。「政治や選挙に関心をもってほしい。」という荒
川氏の思いや多様な啓発事業の例を参加者に共有していただけたのではないかと思
います。 
〈参加者のアンケート〉 
 ・主権者教育は社会科の教員だけでなく、学校全体で取り組むべきと、今日の講

【荒川氏による実践発表の様子】 

 



 

話を聞いて改めて思いました。 
 ・選挙管理委員会と学校が連携して主権者教育に取り組んでいることがよかった

と思いました。 
【講  話】 
 主権者教育アドバイザーである神奈川県立
横浜瀬谷高等学校、教諭の黒崎洋介氏に「若年
層が主体的に参画する社会をめざして」と題し
てご講話いただきました。 
 主権者教育とその動向、ご自身の実践と気づ
きから、主権者教育を進める上でのポイントに
ついて分かりやすく整理して話していただき
ました。「現実の政治的事象について話し合っ
たり、模擬選挙など実践的に学んだりすること
で、主権者教育で育成したい資質・能力が獲得 
できる。また、実際の地域課題解決に向けて行動することで身につくものではない
か。」とおっしゃっていました。市町の選挙管理委員会、社会教育関係者、学校教育
関係者へそれぞれの立場での連携の必要性、これからの主権者教育、常時啓発事業
の可能性を示していただきました。 
〈参加者のアンケート〉 
・今までの教育実践と理論を掛け合わせながらの講話だったため、分かりやすか
ったです。今後の参考になりました。 

・主権者教育が切れめなく行われていくべきであることを改めて実感することが
できました。 

【演  習】 
 福岡県選挙管理委員会の新事業「シミュレー
ション２０４０」を体験していただく演習を行
いました。シミュレーション２０４０は、選挙
や政治を「自分ごと」として捉える意識を育む
ことを目的としたカードゲームで、中学校や高
等学校などで活用されることが期待されてい
ます。福岡県選挙管理委員会の田中里奈書記、
磯野広喜書記がゲームの進行を務め、参加者を
５人１組に分け、体験していただきました。参
加者は、産業課長、まちづくり課長、土木課長、 
福祉課長、教育課長という役割を担い、ミライシティという架空のまちを理想のま
ちにするための政策について協議を行いました。ミライシティの現状やグループで
決めたスローガンをもとに、ミッションごとにどの事業を採用、廃案にするか積極
的に話し合う姿が見られました。実際に体験することで、学校教育現場や常時啓発
事業で活用するイメージをもつことができたのではないかと考えます。 
〈参加者のアンケート〉 
・何をしたいという要望だけではなく、財政というリアルな文脈の中で様々な視
点から考えることができました。 

・その地方自治体の特徴や課題を活かしたものに改良することで、関心や意欲が
高まると思います。 
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ア  アンケートの感想に、「どうしても行政機関としての立場上、予算や人員の問題が
前提としてあるが、プラスになるような考え方に変えていきたいです。」、「授業の中
で、どこまで本物の選挙に迫っていいものか、悩ましいところでした。今回の研修
で見通しがもてたと感じています。」などがあり、それぞれの立場で若年層への選挙
啓発のあり方について考えたり、今後の取組のヒントを得たりすることができたの
ではないかと考えます。 
福岡教育事務所といたしましても、この研修会後も、参加者が学んだことを 1つ

でも多く実践していただけるように引き続き支援を行っていきたいと思います。 

【演習の様子】 

 

【黒崎氏による講話の様子】 

 


